―治験参加時の重要な注意事項―
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―風邪かな？2,3日休めば良くなるさ！－　
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治験薬に限らず一般の医薬品も同様ですが、どんなお薬にも副作用はあります。早期に適切に治療すれば、ほとんどの場合は治すことが出来ます。
しかし、まれに、風邪や軽い感染症等がきっかけでお薬の副作用が大きく現われることや、様々な合併症へと進展する場合があります。ただの風邪や腹痛でも、早期治療は大変重要です。
治験期間中は担当医師や治験コーディネーター（CRC）からの注意や指示をご理解いただき、「いつもと違うな」という時はすぐに本院を受診してください。治験期間中又は治験に関連した副作用の治療のための来院では以下のような利点があります。
＜治療上の利点＞

· 治験薬の詳細情報を有しているため、副作用へのより最適な治療が可能です。
· 緊急検査対応が充実しているため、早期の適切な判断が可能です。
体調不良のときは自己判断せず、早急に治験担当医の診察を受けてください。
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